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機能的な橋梁点検・評価技術に関する研究 ４／５
不可視部等の具体的な箇所へのアプローチツールの開発

伸縮・自由稼働型スコープによる
狭部・不可視箇所等の解消
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当初計画段階イメージ

点検評価及び
調書等の作成
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研究開始時の成果イメージに対して、
ほぼ同様なスタイルでのアプローチツールの仕様を決定

支承部・桁構造狭部等の適切な点検・診断
遠隔による制御

アプローチツール技術（仕様）

狭隘部、不可視部へのアプローチを考狭隘部、不可視部 のアプロ チを考
慮したツールの具体的な構造・機構を研
究開発し、仕様を作成。
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